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　牛ふん堆肥を施用する水田では、土壌・施肥診断法と堆肥の窒素肥効率から供給窒素量を求めて、施肥窒素量
を決定します。牛ふん堆肥は連用に伴い窒素が累積されるので、連用に応じた窒素肥効率を用います。

 土壌・施肥診断法 
　高品質米を生産するため、施肥設計の手順に従っ
て地力や堆肥連用による窒素を評価して施肥窒素量
を控える必要があります。地力窒素は、水田土壌を
pH7.0 リン酸緩衝液で浸とう抽出窒素量（mg/100ｇ）
と土壌の仮比重 （g/cm3）で評価し、診断基準に従っ
て基肥窒素量を決定します。

ふれんど７： 抽出液の吸光度を測定し、標準温度 20℃に変換し
て抽出窒素量を表示する装置

 堆肥の窒素肥効率 
　堆肥（オガクズ牛ふん堆肥）の窒素は、施用当年
だけでなく２年目・３年目以降にも水稲に吸収利用
され、連用効果が持続します。牛ふん堆肥中の全窒
素成分量のうち、施肥窒素として見込める比率（以
下肥効率とする）は初年目が 14％、２年目が 21％、
３年目が 25％で、６年目以降 30％となります（図１）。

堆肥の窒素肥効率： 施用した堆肥の窒素成分量のうち、施肥窒
素量として見込める比率を示す。

 施肥量の決め方 
　水稲栽培に必要な施肥窒素量は、堆肥
から供給される窒素量（窒素成分量×肥
効率）を差し引いて求めます。この窒素
量は移植～収穫期までに堆肥から供給さ
れることから、基肥 +穂肥体系では肥
効率を 1/2 にします（図２）。

図２　堆肥連用時の施肥窒素量の決め方（例）
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図１　牛ふん堆肥の連用年数と窒素肥効率

水田における牛ふん堆肥連用時の施肥診断法


